
,
 

ク
お
さ
な

い
稲

の
苗

ょ

ゃ
 

お
前
ら
は
生
れ
育
つ
た
苗
代
を
は
な
れ
 

い
ま
本
田
今
集
団
就
職
し
た
 

さ
わ
が
し
い
音
と
ほ
こ
り
が
渦
を
巻
く
 

町
の
か
た
す
み
で
あ
る
 

あ
た
り
を
と
り
ま
く
町
並
も
 

む
か
し
は
広
々
と
し
た
 

お
前
ら
の
祖
先
の
生
活
の
場
で
あ
つ
た
 

こ
こ
も
子
孫
の
代
に
な
れ
ば
や
が
て
 

社
会
の
か
つ
と
う
に
押
し
つ
ぶ
さ
れ
て
 

家
々
が
建
ち
な
ら
ぷ
こ
ン
．で
あ
ろ
う
 

お
前
ら
は
だ
か
ら
と
い
つ
て
 

そ
の
宿
命
に
お
び
え
て
は
な
ら
な
い
 

は
ぐ
く
み
愛
す
る
人
々
が
い
つ
ば
い
い
る
か
ら
だ
 

す
ぐ
そ
こ
に
や
さ
し
い
早
乙
女
の
瞳
が
あ
る
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O
 

綴

つ
て
保

存
し

ま
し

ょ
う
 

〇
 

一
 

ユ
 

ニ
 

政
 

市
 

) 	（昭和33年9月1日第3種郵便物認可） 

青
森
県
警
察
本
部
で
は
、
警

察
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
を
深
め
、
よ
り

一
層
の
ご
協

力
を
い
た
だ
く
た
め
六
月
十
五

十
六
の
ニ
日
間
、
当
市
に
お
い

て
ク
移
動
警
察
本
部
ク
を
つ
ぎ

の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
 

一
  
日
 
程

一
 

〇
六
月
十
五
日
 

①
補
導
セ
ソ
タ
ー
 
（
市民
文

化
会
館
）
、
 婦
人
補
導
員
の
仕

事
を
市
民
に
理
解
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
青
少
年
問
題
に

つ
い
て
の
ご
相
談
に
応
じ
ま
す

②
交
通
安
全
教
室
（
五
中
校
 

笹
森

市
議
ら
 

功
労
者
表
彰
 

全
国
市
議
会
議
長
会
と
東
北

市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ

た
市
議
会
議
員
の
表
彰
状
の
伝

達
式
は
、
二
十
六
日
議
会
開
会

前
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
 

ム
全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
 

（
勤続
十
年
以
上
）
 

笹
森
柾
五
郎
市
議
 

ム
東
北
市
議
会
議
長
会
表
彰
 

（
勤続
六
年
以
上
）
 

上
 
《
 
前
田
重
太

郎
市
議
 

ー
 
一
 

島
村
種
次
郎
市
議
 
 

庭
）『
 
学
童
に
対
す
る
交
通
指

導
と
交
通
映
画
を
上
映
し
ま
す

③
道
路
の

交
通
安
全

診
断
 

（
新
町
、
本
町
、
布
屋
町
）
、道

路
、
交
通
、
商
工
、
町
内
関
係

者
に
よ
つ
て
実
地
踏
査
し
、
交

通
安
全
診
断
を
お
こ
な
い
、
視

察
結
果
の
検
討
会
を
開
き
ま
す

④
警
察
資
料
の
展
示
（
市
民

文
化
会
館
）
、
 各
種
統
計
資
料
 

】
 
臨
 
時
 
市
 
議
 
会
 

五
所
川
原
市
の
臨
時
議
会
は

五
月
二
十
五
日
開
か
れ
、
提
案

さ
れ
た
十
一
議
案
を
可
決
し
、
 

同
日
閉
会
し
ま
し
た
。
 

こ
の
議
会
で
き
ま
つ
た
主
な

も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。
 

△
昭
和
三
十
九
年
度
 
般
会
 

教
育
委
員
に
永
井
氏
 

空
席
と
な
つ
て
い
た
教
育
委

員
会
委
員
に
、
今
回
の
臨
時
議

会
で
永
井
末
吉
氏
が
選
任
さ
れ

た
。
 

永
井
氏
は
市
内
寺
町
出
身
、
 

明
治
三
十
五
年
六
月
一
日
生
ま

れ
、
大
正
十

一
年
青
森
県
師
範

学
校
卒
業
後
，
な
が
ら
く
教
員

生
活
を
さ
れ
た
方
で
す
。
 
 

装
備
、
器
械
な
ど
を
展
示
．
 

（
二
日
間
）
 

⑤
映
画
の
タ
（
市
民
文
化
会

館
）
、
交
通
防
犯
そ
の
他
を
上

映
し
ま
す
。
 （
入
場
は
無
料
）
 

⑥
白
バ
イ
の
街
頭
行
進
（
市

内
ほ
か
）
、
 県
下
の
白
パ
イ
三

十
台
が
集
結
し
て
市
内
行
進
し

交
通
安
全
思
想
の
普
及
を
は
か

る
。
 （二
日
間
）
 

〇
六
月
十
六
日
 

①
警
察
問
題
懇
談
会

（
市民

文
化
会
館
）
、
 各
市
町
村
代
表

者
か
ら
発
言
を
も
と
め
、
県
警

察
本
部
か
ら
お
答
え
し
ま
す
。
 

計
補
正
予
算
…
繰
上
充
用
分
九

四
六
〇
万
円
を
追
加
し
、
総
額

六
億
八
八
八
九
万
四
千
円
と
し

た
。
 

△
特
別
会
計
公
益
質
屋
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
…
繰
上
充

用
分

一
四
九
万
三
千
円
を
追
加

し
総
額
六
九
八
万
三
千
円
と
し

た
。
 

ム
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定

特
別
会
計
補
正
予
算
…
繰
上
充

用
分
一

一
O
〇
万
円
を
追
加
し

総
額
一
億
八
七
八
万
三
千
円
と

し
た
〕
 

職
業
安
定

所

の
落
成
 

市
内
新
宮
に
新
築
さ
れ
た
五

所
川
原
公
共
職
業
安
定
所
の
落

成
式
は
，
二
十
五
日
新
装
さ
れ

た
庁
舎
に
、
来
賓
な
ど
約
二
五

〇
人
が
集
ま
り
お
こ
な
わ
れ
た
 

七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
の

卸
売
お
よ
び
小
売
業
の
商
店
に

つ
い
て
、
商
業
統
計
調
査
を
お

こ
な
い
ま
す
。
 

一
 
こ
の
調
査
は

一
 

昭
和
二
十
七
年

い
 
を
第

一
回
と
し
 

て
、
そ
の
後
一
一
 

に
 

・
ン
 
年
ご
と
に
お
こ
 

製
フ
 

店
に
つ
い
て
そ
 

商
 

の
分
布
状
況
、
 

商
業
活
動
の
実
 

ー
 

ー
 
態
を

明
ら
か
に

し
て
、
行
政
を
進
め
て
行
く
に

必
要
な
資
料
と
し
て
、
各
業
界

の
業
務
の
参
考
資
料
と
し
て
広

く
利
用
す
る
も
の
で
す
。
 

調
査
は
、
調
査
員
が
直
接
み

な
さ
ん
の
お
店
に
お
伺
い
し
て

調
査
票
を
配
布
し
て
、
商
店
の

み
な
さ
ん
が
記
入
す
る
こ
と
に

な
つ
て
お
り
ま
す
か
ら
、
調
査

員
が
お
伺
い
し
ま
し
た
ら
調
査

の
趣
旨
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま

し
て
調
査
に
ご
協
力
願
い
ま
す
 

剃
』
」

鉢
准

器
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ス

ー
 

移
動
警

察
本

部
 

1
5・
1
6
 
日
 
市
民

文
化

会
館
で
 

補
正

予
算
な
ど

を
審
議
 

‘
二
J、

・
．
．
、

J
，‘
」
ご
？

.
F、
ー
．
．く
；
三
ノ
二
了
、

二
1
、

f
.）
三

二
？
二
J
、

・二
二く
；
・
二
？
『了
●

‘
二
：
、

f
・‘

」
・
？
二
F
、

三
・‘

;‘二
？
1
・・

●
・
二
：、

J
・
‘
一
 
？

、
・
、

J二
一く
…

二
1
ニ
ー・
、
i
・
 

、 

査
 
『

I
 
な
わ
れ
、
今
回

胤
 
く
 

は
第
七
回
目
の
 

・

＋
ー
 
ブ

ノ
 
調
査
で
す
。
 

」
」
い
 
傍
 

調
査
の
目
的
 

ご協力くださ 



( 2 ) ス
 

ー
  ユ

 

ー
 
ー
  

政
 

市
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陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
の

演
炎
会
は
、
六
月
十
日
市
民
文

化
会
館
で

お
こ
な
わ
れ
ま
す
が

当
日
の

ス
 

ケ
ジ

ユ
ー
 

ル
は
、
正

午
か
ら
市

中
行
進

（
 

駅
前
か
ら

出
発
、
大

町
、
本
町

を
通
り
市

民
文
化
会

館
ま
で
）
 

午
後
二
時

三
十
分
か

ら
第

一
回

の
演
奏
、
 

午
後
四
時

十
分
か
ら

五
ゲ
校
庭
 

自衛隊中央音楽隊演奏会 
10 日 市民文化会館 

0稲 作・・・・天候に応じた水管理をしましよう 

①天候に応じた水管理に充分注意して水温の上昇を
はかり、稲の分けつを促進する。 

②田植後、イネハモグリバェの被害をうけると、苗
は弧こ氏梧れの状態になることがありますから注意し
そ了被善蒼諏とあ元ら直にE戸N乳剤の2.000倍液を散
布して防除につとめる0 

初期の生育が悪るいと、とかく追肥をやりがちで
が、基肥量を考えて無計画な追肥はさける。 

0りんご・…一に摘果、二に袋かけを、．ノ 

①全園のーつ成り摘果を急ぎ、袋かけは摘果が終つ
てがら実施する。実ぐされは必ずとる。 

②果実は原則として3-4年枝の頂芽に成らせ、普通
は2年枝 1 本に 1 果とし、樹勢がよくても 2果として
ナリカスは発育が非常に劣るから成らせない。 

◇農家のみなさんに告ぐ／ 
6 月 8 日から 8 月12日までみなさんの農業協同組合

に農事相談所を開設いたしますからご利用ください 

(6月 11 日～ 20 日） 

◇各相談所とも午前 9時30分～12時までです。 

（農業改良普及所） 

月 曜 日 水曜 日 金曜 日 

飯詰第一 

飯 	詰 

水野尾 

梅 	沢 

橋
好
一
島

和
栄
 

川
川

七
北
 
第
中

長
三
 
松
松
 
島
 
第
 

栄
「
  

で
音
楽
と
人
文
字
で
華
麗
な
花

を
咲
か
せ
る
『

音
楽
ド

リ
ル
』
 

を
公
開
、
午
後
六
時
三
十
分

か

ら
第
二
回
の
演
奏
を
お
こ
な
い

ま
す
。
 

入
場
に
あ
た

つ
て
は
、
第

一

回
の
演
湊
は
学
校
の
生
徒
を

対

象
と
し

て
お
こ
な
い
ま
す
の
で

一
般
の
方
た
の
入
場
は
ご
遠
慮

し
て
い
た
だ
き
、
第
二
回
の

演

奏
は
、
 一
般
の
方

A
に
入
場
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
つ
て
お
 

り
ま
す
。
 

入
場
整
理

券
は
 

市
役
所

窓
ロ
で
 

な
お
夜
の
部

は
当
日
は
混
雑
が
 
 

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
八
日
か
ら

市
役
所
市
民

課
窓

口
で
整
理
券

を
発
行
し
ま
す
。
整
理
券
の
な

い
方
は
人
場
お
断
わ
り
し
ま
す
 

」
演
奏
プ

ロ
グ
ラ
ム
 

〇
第

一
回

演
奏
 

①
行
進
曲
『
旧
友
』
②
序
曲
『
軽

騎
兵
』
③
自

衛
隊
歌
で

」
の
国

は
』
④
意
想
曲
『
火

星

人
』
 

⑤
描
写
曲
『
狩
の
光
景
』
⑥
特

別
演
奏

『
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
東
京

フ
ア
ン

フ
ア
ー
レ
』
⑦
行
進
曲
 

『
オ
リ
ン
ビ

ツ
ク
マ
ー
チ
』
 
⑧

歌
劇
『

7
イ
ー
ダ
』
⑨
ト

ラ
ノ

ペ
ツ
ト
三
重
奏
『

ラ
ツ
パ
手
の

休
日
』

O
軽
音
楽
『

ワ
シ
ン
ト

ン
広
場

の
 
夜
は
更
け
て
』
『
モ

ス
コ
ー
の
夜
は
更
け
て
』
⑩
組

曲
 
「
嬉
」ヒ

l
ソ
ツ
ク
ス
』
⑩
抜

華
曲
『

バ
レ

ー
の

一
夜
』
 

〇

第

一
一
回
演
奏
 

①
行
進
曲
『

銃
一
こ
 
③

序
曲
 

『
軽
騎
兵
』
③
自
衛
隊
讃
歌
『
若

い
瞳
』
④
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
独
奏
 

『
笑
う
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
』
 
⑤
軽

音
楽
 
『
ドラ
イ
ポ
ー
ソ

』
⑥
描

東
写
曲
『
ペ
ル
ツ
ヤ
の
市
場
で
』
 

①
特
別
演
奏

『
オ
リ
ン
ビ
ツ
ク
 

防
犯

灯
の

設
置
は

電
柱
の
使

用
無
料
 

『
私
た
ち
の
町
か
ら

村
か
ら
犯

罪
を
な
く
し
ま
し
よ
う
』
と
各

地
で
町
を
明
る
く
す

る
運
動
が

お
こ
な
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
 

防
犯
灯
の
取
り

つ
け
も
表
通

り
の
み
で
、
 
一
歩
う
ら
通
り
に

歩
を
運
べ
ば

ま
だ
暗
闇
が
多
く
 
 

京
フ

7
ン
フ
7

1
レ
』
 ⑧
行
進

曲
 
『
オ
リ
ソ
ピ

ツ
ク
マ
ー
チ
』
 

⑨
序
曲
『

キ
ヤ
ラ
パ
ン
』
  
Oト

ラ
ソ
ペ
ツ
ト
三
重
奏
 
ブフ
ッ
パ

手
の
休
日
「
一
⑩
軽音
楽
『
ワ
シ
ン
 

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
が

は
じ
ま
つ
て
、
こ
と
し
の
四
月

で
満
三
年
に
な
り
ま
し
た
。
 

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
場
合

つ
ぎ
の
要
件
を
そ
な
え
て
い
る

と
き
は
、
死
亡
一
時
金
が
支
給

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

（
た
だ
し
、
遺
児
年
金
と
二
つ

は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。
）
 

①
 
死
亡
日

の
前
日
に
お
い
て

満
三
年
以
上
保
険
料
を
納
付

し
て
い
る
こ
と
。
 

②
 
死
亡
者

に
遺
族
が
あ
る

こ

と
。
 

③
 
死
亡
者
が
障
害
母
子
準
母

子
年
金
の
受
給
者
で

な
い
こ

と
。
 

な
お
、
従
来
か
ら
支
給
し

て
い

た
国
民
年
金

（
障
害
．
母
子
．
 

犯
罪
や
事
故
の
温
床
と
な
つ
て

お
り
ま
す
。
 

東
北
電
力
で

は
、
街
頭
に

一

灯
で
も
多
く
電
灯
が
と
も
さ
れ

夜
の
犯
罪
や

事
故
を
未
然
に
防

止
で
き
る
よ
う
、

防
犯
灯
な
ど

を
設
置
す
る
と
き
、

既
存
の
電

柱
（
特
別
な
柱
以

外
）
は
、

ど

れ
で
も
無
料
で
使
用
さ

せ
て
お

り
ま
す
。
 
 

ト
ン
広
場
の
 
夜
は

更
け
て
』
 

『
モ
ス

コ
ー
の
夜
は
更
け
て
」
 

＠
組
曲
 
『
ボ
ビ
ー
ソ
ツ
ク
ス
』
 

⑩
ミ
ユ
ー
ジ
カ
ル
 
『ノ
ー
ス
ト

リ
ソ
グ

ス
』
 

準
母
子
．
遺
児
年
金
）
の
給
付

は
、
事
故
発
生
前
ー
力
年
間
引

き
続
き
保

険
料
を
納
付
し

て
い

る
こ
と
の
ほ
か
、
事
故
発
生
前

三
カ
年
間
免
除
か
、
納
付
で
満

た
し
て
い
る
場
合
も
受
給
権
が

生
ず
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

おしうせ 

 

［
図
書
館
〕
 

県
立
図
書
館
五
所
川

原
配
本
所
‘
（
中
央
公

民
館
）
に

は
、
良
書

が
た
く
さ
ん
人

つ
て

お
り
ま
す
。
 

市
民
の
み

な
さ
ん

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

な
お
図
書
目
録
は
、

中
央
公

民
館
に
あ

り
ま
す
。
 

〔
市
民
文
化
会
館
〕
 

工
事
の
た
め
使
用
で
き
な
か

つ
た
市
民
文
化
会
館
の
ホ
ー
ル

は
、
工
事
が
完
了
し

六
月
一
日

か
ら
使
用
で
き

ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

市
民
文
化
会

館
へ

の
ご
連
絡

は
電
話
三
一
九

一
番
で
す
。
 

〇
市
民
文
化
会
館
へ

の
忘
物

男
子
用
コ
ー
モ
リ
傘
 
三

婦
人

用
 
衿
 
巻
 
一

布
ぷ
と
ん

（
小
）
 
一
 

．ハ
 
イ
 
プ
 

ー
 

会
館
事
務

室
で
あ
ず
か
つ
て
お

り
ま
す
。

ご
連
絡
く
だ
さ
い
‘
 

r拾
 
得
物
〕
 

五
月
二
十
六

日
、
市
役
所
内

に
収
入
印
紙
を
落
し
た
方
は
、
 

総
務
課

庶
務
係
で

保
管
し
て
お

り
ま
す
。
 ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

〔
N

・
H
K
〕
 

△
ラ
ジ
ォ
体
操
の

図
解

ム
夏

休
み
用
ラ
ジ

ォ
体
操
出
席

カ
ー
 

ド
を
ご
希
望
の
方
は
、

1
0円
切

手
を
同
封
の
上
、

青
森
市
栄
町
 

N
H
K
青
森
放
送
局

へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
 

廿
 国
民

年
金
・
法
 
廿
 

死

亡

一
時

金
の

給

付
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